
流量切替ハンドル

低圧酸素出口

流量切替ハンドル

元栓

１　種　　類　　　呼吸補助器

４　使用ガス　　　医療用酸素

７　流量設定目盛

流 量 設 定 目 盛        （Ｌ／分）

.25 .5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6

８　流量精度

７

　　・[0.25] [0.5] [0.75] -- 目盛の±０．１Ｌ／分

９　質　　量　　　約６０ｇ

　　・その他　　　　　　　-- 目盛の±１０％

２　販 売 名　　　流量設定器　ＯＣＶ－５

３　用　　途　　　酸素療法

減圧弁付き容器バルブ
　（ＧＹ－２７型）

.75

５　使用圧力　　　０．１４ＭＰａ（基準）

　接　続　口
（Ｍ５めねじ） ▽

▽

　　作成年月日 ２００３年　４月２４日（新様式第１版） 承認番号　２１５００ＢＺＺ００２４１０００

器具器械第６号　呼吸補助器

流量設定器　ＯＣＶ－５

【形状・構造等】

【操作方法又は使用方法等（用途・用量含む）】

【使用上の注意】

【作動・動作原理】

【保守・点検に係わる事項】

１　取付け方法

ｂ　もう一方の接続口にカニューラ又は呼吸器用同調器入口への

　　チューブを接続する。

２　使用方法

ａ　減圧弁付き容器バルブの元栓をゆっくりと開ける。

ｂ　本器の流量切替ハンドルを回し、処方の流量目盛に合わす。

（注）「カチッ」と音がしたことを確認してください。

ｃ　使用後は、容器弁の開閉ハンドルを閉じる。

ａ　減圧弁付き容器バルブの低圧酸素出口に接続されたチューブ

　　等を本器のどちら一方の接続口に接続する。

１　保管時の注意

２　使用時の注意

ｂ　周辺では、火気を使用しないこと。引火性、発火性の物を

　　置かないこと。

ａ　湿気の少ない涼しい場所で、直射日光を避けること。

ｂ　高温になるところで保管しないこと。

ｃ　ぶつけたり、落としたりしないこと。

ａ　湿気の少ない涼しい場所で、直射日光を避けること。

　　－１０～＋４０℃の環境で使用すること。

ｃ　ぶつけたり、落としたりしないこと。

ａ　日常点検は一日一回使用時に行うこと。

No.Ａ０２００４(R1)
２００５．０４

【警告】

・使用にあたっては医師の処方及び指示に従うこと。

・近くに火気がない事を確認してから使用すること。

・分解や改造は絶対しないこと。

　故障の場合は販売店に連絡すること。

火気厳禁 禁煙 分解禁止

１／１

取扱い説明書を必ずご参照下さい

・本器の分解・修理は、修理技術者のみが行うこと。

　接　続　口
（Ｍ５めねじ）

　接　続　口
（チューブ用） ▽

▽

　接　続　口
（Ｍ５めねじ）

【性能、使用目的、効能又は効果】
▽

▽

呼吸器用同調器

▽

▽

▽

呼吸器用同調器

▽

又は

・清潔な環境で保管し、油脂分を付着させないこと。

医療用酸素容器

ｄ　清潔な環境で保管すること。

ｄ　石油、油脂類を付着させないこと。

ｂ　定期点検は六ヶ月に一度行うこと。

・接続部がしっかりとつながっているか。漏れはないか。

・流量切替えが正常にできるか。

<日常点検>

・石油、油脂類の付着、異常な汚れはないか。

・使用環境、保管環境が異常でないか。

・異常な傷、変形はないか。

<定期点検>

・異臭、変色、汚れはないか。石油、油脂類の付着はないか。

・流量切替ハンドルの回転は良好か。異音はないか。

・酸素は正常に流れるか。

オリフィスによる流量選択方式

・処方流量の目盛に合わすと、その流量に応じたオリフィスを

　切替え選択できる。

６　ガス供給元　　減圧弁付き容器バルブ（ＧＹ－２７型）

【製造販売業者の名称及び住所等】

株式会社　ネ リ キ
神戸工場：〒651-2241　

　　　　兵庫県神戸市西区室谷２丁目７番６号

TEL （０７８）９９２－１２５１(代)

FAX （０７８）９９２－１２４３

＊

　＊改正年月日 ２００５年　４月　１日（第２版）


